
１ ２次方程式と 

その解 

【ねらい】２次方程式を成り立たせる文字の値を調べることを通して，２次

方程式や２次方程式の解，２次方程式を解くことの意味を理解し，代入によ

って２次方程式の解を求めることができる。 

本時の役割について 

 本時は，単元の導入で数当てゲームを行う。計算の結果から選んだ数を当てる中で，解が２つあ

ることに気付き，２次方程式の必要性と意味を知ることとなる。また，１次方程式や連立方程式の

学習をもとに，代入によって解を求めることで，２次方程式の解，２次方程式を解くことの意味を

理解することが大切である。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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40 

 

50 

<問題把握> 

次の手順で計算する。計算の結果が「９」になる時，最初に選

んだ数は何になるだろうか。 

【計算の手順】 

① １０以下の整数を１つ選ぶ。 ② ①を２乗する。 

③ ②に①の２倍の数を加える。 ④ ③に１を加える。 

・選んだ数が「2」になるときがある。 

・それ以外にもあるのかな。 

・最初に選んだ数をχとすると「χ２＋2χ＋1＝9」という等式

ができる。 

○用語「２次方程式」の定義をする。 

すべての項を左辺に移項して簡単にしたとき，左辺が 𝑥

の２次式になる方程式，つまり，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の形にな

る方程式を 𝑥についての２次方程式という。 

○𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の形に式を変形する。 

・右辺の 9 を移項すると，𝑥2 + 2𝑥 − 8 = 0 

２次方程式を成り立たせる文字の値について調べよう。 

<一斉指導> 

○ 𝑥に値を代入して求める。 

・𝑥 = 1のとき，左辺＝１²＋２×１－８＝－５（×） 

 𝑥 = 2のとき，左辺＝２²＋２×２－８＝０ （○） 

 𝑥 = 3のとき，左辺＝３²＋２×３－８＝７ （×） 

・𝑥 = 2のときに左辺＝０になるので𝑥 = 2が解である。 

・𝑥 = −4のときも，左辺＝(－４)²＋２×(－４)－８＝０（○） 

となる。よって，この２次方程式の解は  𝑥 = 2と 𝑥 = −4である。 

○用語「解」「解く」の定義をする。 

２次方程式を成り立たせる文字の値を，その２次方程式の解

といい，すべての解を求めることを，その２次方程式を解くと

いう。 

 

○知識の確かめ(教科書の問題を解く) 

２次方程式の意味と，代入によって２次方程式を解くことに

関する知識の定着を図る。 

１．導入の工夫 

・どんなゲームかを把握する

ために，教師主導で進める。

まず生徒に，最初に選んだ

数をホワイトボードに書か

せ，計算の結果を言っても

らう。教師はホワイトボー

ドを見ずに，計算の結果か

ら最初に選んだ数を当て

る。そのやりとりを数回し

た後，教師と生徒の立場を

変え，生徒が当てるように

する。 

・そこで，教師は解が負の整数

になる数を最初の数に選ん

でおく。生徒は１０以下の

整数を正の整数と思い込ん

でいるため，戸惑いが生じ

る。 

「解が１つではない」という

思いをもって導入を進め

る。 

 

２．深めの発問 

２次方程式の解の個数を理解

するための発問 

「２次方程式の解はいくつ

あるのだろうか。」と問うこと

で，解が２つあることを理解す

るとともに，解は２つ以上ない

ことを，因数分解の式から考え

られるようにする。 

➡次時へつなげる 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈知識・技能〉 

 ２次方程式の必要性と意

味及び，その解の意味を理

解している。知① 

 
 



２ 因数分解による

２次方程式の解

き方（１） 

【ねらい】定義の形である２次方程式の左辺が因数分解できることに気付

き，AB＝０ならば A＝０または B＝０と考えることで，１元２次方程式を

２つの１次方程式として帰着させて，解を求めることができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時の解を求める方法（代入）では手際が悪いことから，形式的な式操作によって解を

求める場面である。この２次方程式の解法で，大切にしたいことは「次数を減らして１元１次方程

式に帰着させる」である。本時は，その第１時として，因数分解によって１次式の積に変形するこ

とで，どちらか一方の因数が０であれば等式が成り立つということに気付かせ，１元１次方程式に

帰着させることを大切にする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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<問題把握> 

次のア～エで，２と３がともに解である２次方程式はどれだろうか。 

 ア (𝑥 − 2)(𝑥 + 3) = 0    イ (𝑥 − 2)(𝑥 − 3) = 0  

 ウ 𝑥2 − 2𝑥 − 3 = 0    エ (𝑥 − 2)(𝑥 − 3) = 1  

・ 𝑥 に２と３をそれぞれ代入して，左辺＝右辺になればよい。 

・イは𝑥 に２を代入しても３を代入しても左辺＝右辺になる。 

・ア，イ，エは代入したら計算の結果がすぐにわかる。特に，

アとイは右辺が０だから簡単だ。 

・ウに代入して計算するのは大変だ。 

代入せずに，解を求める方法を考えよう。 

<一斉指導> 

○因数分解による方法を考える。 

・𝑥2 − 2𝑥 − 3 = 0 

 (𝑥 + 1)(𝑥 − 3) = 0     𝑥 = −1と 𝑥 = 3 

○どのような考え方をしたのかを明らかにする。 

・(𝑥 + 1)(𝑥 − 3) = 0 

 積が０になるためには，因数のどちらか一方が０でなければな

らない。つまり， 𝑥 + 1 = 0か 𝑥 − 3 = 0である。そうすると，

１元１次方程式として求めることができるので，  𝑥 = −1か

 𝑥 = 3になる。解はこれ以外にはない。 

<個人追究> 

◯教科書の問題を解く。 

 𝑥2 − 14𝑥 + 49 = 0 

     (𝑥 − 7)(𝑥 − 7) = 0  

     (𝑥 − 7)² = 0    

      𝑥 − 7 = 0 
        𝑥 = 7 

 

 

 

 

 

１．導入の工夫 

前時学習した，代入して解を

求めることを確認する中で，こ

の方法では合理的ではないこ

とから課題化をする。その中

で，すでに因数分解してある２

次方程式とそうでないものを

比較する中で，因数分解してあ

るものの因数のどちらか一方

が０であれば，等式が成り立つ

考えに気付くことができるよ

うにする。 

 

２．深めの発問 

２次方程式の解の個数を理解

するための発問 

前時に続き「２次方程式の解

はいくつあるのだろうか。」と

問うことで，因数が２つだか

ら，解は２つだと理解できるよ

うにする。また，２次方程式の

解法では「次数を減らして１元

１次方程式に帰着させる」とい

う考えができるようにする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【評価規準】〈知識・技能〉 

 定義の形の２次方程式を

因数分解し，ＡＢ＝０ならば

Ａ＝０またはＢ＝０と考え

ることで，１次方程式に帰着

させて２次方程式を解くこ

とができる。知② 

 

○2次方程式は，ふつう解が

２つあるが，このように

解が１つだけのものもあ

ることを説明する。 

２次方程式を因数分解することによって 

一元一次方程式に帰着して解を求めることができる 



３ 因数分解による

２次方程式の解

き方（２） 

【ねらい】２次方程式を因数分解して解くために，項を次数の高い順に並び

替えたり，等式の性質を使って係数を小さくしたりするなど工夫して解く

ことができる。 

本時の役割について 

 本時は，前時に学習した「因数分解によって１次式の積に変形し，「AB＝０ならば A＝０または

B＝０」であることを用いる方法を基に，「共通因数でくくり出すこと」「因数分解の公式」「等式の

性質」「展開の公式」といった既習の技能を問題に活用していく場面である。よって，「思考力・判

断力・表現力」に重きを置いた授業展開を考えることとする。授業を展開する中で，どの問題も

「次数を減らして１元１次方程式に帰着させる」という考え方を基にしていることを継続して大切

にしていく。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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<問題把握> 

【１】次の２次方程式は，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の𝑎, 𝑏, 𝑐がそれぞれ

どんな数のときだろうか。 

ア 𝑥2 − 3𝑥 = 0    イ 𝑥2 − 9 = 0 

【２】次の２次方程式を解いてみよう。 

ア 30𝑥 − 5𝑥2 = 40   イ (𝑥 + 1)(𝑥 − 2) = 4 

・【１】のアは，𝑐が 0の２次方程式だ。 

・【１】のイは，𝑏が 0の２次方程式だ。 

・前回のように左辺を因数分解して解くことができないかな。 

 

 

 

 
 

いろいろな２次方程式の解を，因数分解して求められるようにしよう。 

<個人追究・一斉指導> 

・【２】のアの右辺を移項して，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の形に並び替える。  

 

 

 

 

 

 

・【２】のイの左辺を展開し右辺を移項して，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0

の形に並び替える。 

 

 

 

 

 

○アで両辺を－５でわった理由を明らかにする。 

・等式の性質が成り立つから両辺を同じ数でわってもいい。 

・𝑎の係数が１の方が因数分解しやすい。 

１．導入の工夫 

【問題１】において𝑎𝑥2 +

𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の形になる方程式

を２次方程式ということを確

かめる中で，𝑏や𝑐が 0の２次方

程式だと気付かせる。次に，【問

題２】において等式の性質や展

開の公式を使うものを扱う。こ

のときも２次方程式の形を意

識させながら問題に取り組め

るようにする。 

 

２．深めの発問 

a＝1 にすれば因数分解でき

ることを理解する発問 

【２】のアについて「なぜ－

５でくくったり割ったりする

のですか。」と問い，どの問題

においても，係数を a＝1 にし

ていることを理解できるよう

にする。また，既習の技能を活

用すれば，１元１次方程式に帰

着して解けることを実感でき

るようにする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 
 能率的に解くために，計算

法則や等式の性質を用いて

定義の形にし，左辺を因数分

解する。２次方程式の解き方

を考えることができる。思① 

 

 

・【１】のアは共通の因数である

 𝑥でくくると， 

  𝑥(𝑥 − 3) = 0 

 𝑥 = 0と 𝑥 = 3 

・【１】のイは因数分解の公式

４’で考えると， 

  (𝑥 + 3)(𝑥 − 3) = 0 

 𝑥 = −3と 𝑥 = 3 

  −5𝑥2 + 30𝑥 − 40 = 0 

－5でくくると， 

   −5(𝑥2 − 6𝑥 + 8) = 0 
  −5(𝑥 − 4)(𝑥 − 2) = 0 

𝑥 = 4と 𝑥 = 2 

  −5𝑥2 + 30𝑥 − 40 = 0 

両辺を－５でわる 

   (𝑥2 − 6𝑥 + 8) = 0 
  (𝑥 − 4)(𝑥 − 2) = 0 

𝑥 = 4と 𝑥 = 2 

  𝑥2 − 𝑥 − 2 − 4 = 0 
  𝑥2 − 𝑥 − 6 = 0 
  (𝑥 − 3)(𝑥 + 2) = 0 

   𝑥 = 3と 𝑥 = −2 

 



４ 平方根の考えを

使った２次方程

式の解き方 

【ねらい】因数分解を使って解けない２次方程式を考えるなかで，２次方程

式を𝑥2 = 𝑘または(𝑥の１次式)2 = 𝑘の形にすることで，平方根の考えを使う

ことができると気付き，１次方程式として解くことができる。 
本時の役割について 

 本時は，因数分解を使って解けない２次方程式を考える中で，新たな２次方程式の解法を考える

場面である。本時も，「次数を減らして１元１次方程式に帰着させる」という考え方を基に，どのよ

うにすれば次数が減るのかを考える中で，平方根の定義とつなげ，「𝑘の平方根」を求めることは，

「２次方程式𝑥2 = 𝑘」を解くことであると気付けるようにする。(𝑥の１次式)2 = 𝑘の形の２次方程式

も，この考え方と同様にして平方根の考えを使って解くことができる。また，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の形

の２次方程式も，平方の形に変形すれば平方根の考えで解くことができる。これは次時に「解の公

式」を導く過程においても，とても大切な解法である。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 
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50 

<問題把握> 

【１】２次方程式𝑥2 − 3 = 0 を解いてみよう。 

【２】 (𝑥 − 3)2 = 5 を解いてみよう。 

【３】 𝑥2 + 6𝑥 = 1 の解き方を考えよう。 

・【１】因数分解ができない。 

・－３を右辺に移項すれば平方根の考えを使って解けないか。 

 𝑥2 − 3 = 0 −3を右辺に移項して 

 𝑥2 = 3    𝑥の値は，「２乗して３になる数」である。 

 だから， 𝑥の値は「３の平方根」を考えればよい。 

 𝑥 = ±√3 

２次方程式を，平方根の考えを使って解く方法を考えよう。 

<一斉指導> 

・【２】(𝑥 − 3)2 = 5  𝑥 − 3 の値は「２乗して５になる数」であ

る。 

 だから， 𝑥 − 3の値は「５の平方根」を考えればよい。 

 𝑥 − 3 = ±√5    －３を右辺に移項すれば， 

 𝑥 = 3 ± √5 

・(𝑥の１次式)2 = 𝑘の形にすれば解くことができる。 

・【３】𝑥2 + 6𝑥 = 1  の両辺に(
𝑥の係数

2
)

2

つまり，(
6

2
)

2

= 9を 

加えると， 

 𝑥2 + 6𝑥 + 9 = 1 + 9 左辺を因数分解すると， 

 (𝑥 + 3)2 = 10     𝑥 + 3 の値は「２乗して 10 になる数」

である。 

 だから， 𝑥 + 3の値は「10 の平方根」を考えればよい。 

 𝑥 + 3 = ±√10    ＋３を右辺に移項すれば， 

 𝑥 = −3 ± √10 

・この解も代入すると成り立つから正しい。 

○この計算が正しいことを面積図で確認する。 

 

 

１．導入の工夫 

【１】は有理数の範囲では因

数分解できそうにないことか

ら，平方根を利用した考え方を

する必要がありそうなことを

確認する。そして，どのように

すれば次数を減らせるのかを

考える中で，「２乗して３にな

る数」は，「３の平方根」であ

ったことを想起させ，「𝑘の平

方根」を求めることは，「２次

方程式𝑥2 = 𝑘」を解くことと同

意であることに気付けるよう

にする。また【２】のような

(𝑥の１次式)2 = 𝑘の形の２次

方程式は，「多項式」の単元で，

 𝑎 + 𝑏を A と置き換えて考え

たことを基にして，「２次方程

式𝑥2 = 𝑘」を解くことと同様で

あることに気付けるようにす

る。 

２．深めの発問 

(𝒙 + 𝒑)𝟐 = 𝐪の形にすれば

よいことを理解する発問 

「なぜ両辺に９を足すのか。」

と問い，両辺に９を加える目的

について考え，(𝑥 + 𝑝)2 = qの

形を導くために式操作を行っ

ていることについての理解を

深める。また，χの係数を変え

た２次方程式をいくつか提示

し，一般化を図る。 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【評価規準】〈知識・技能〉 

 ２次方程式を𝑥2 = 𝑘また

は (𝑥の１次式)2 = 𝑘の形に

し，平方根の考えを使って

解くことができる。知② 
 



５ ２次方程式の 

解の公式 
【ねらい】２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の𝑎，𝑏，𝑐がどんな値であっても解

を求める方法はないか考えることを通して，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0を𝑥について

解くことで公式を導けることに気付き，公式の𝑎，𝑏，𝑐に値を代入すれば

解を求められるという見方ができる。 
本時の役割について 
 本時は，前回学習した「平方の形に変形することによって，平方根を求めることに帰着させて解
くことができる。」ことを基に，解の公式を導く場面である。前時までに𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0(𝑎 = 1)の
解を平方根の考えを使って解いてきた。本時は𝑎が１ではないものを扱い，平方根の考え方を使って
解を求める。等式の性質を使って両辺を𝑎で割る操作が増えてくるだけで，前時と同様に式変形をす
れば解を求めることができることを理解する。これまでの学習内容から具体的な数であるならば解
を求めることができることを理解し，どんな数でも求めることができると明確にするために𝑎，𝑏，𝑐
と文字に置き一般化していく。また，𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0(𝑎 ≠ 0)をこれまでの考えを使って解けば一般
化された公式を導くことができるのではないか，という考えに至らせていく。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 
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50 

<問題把握> 

【１】２次方程式3𝑥2 + 5𝑥 + 1 = 0を解いてみよう。 

○今までと同じように解く方法を考える。 
・ 𝑎が３になっている。 
・両辺を３でわれば，同じように解ける。 
・    3𝑥2 + 5𝑥 + 1 = 0      両辺を３で割る 

     𝑥2 +
5

3
𝑥 = −

1

3
       両辺に， (

5

6
)

2

を加える 

 𝑥2 +
5

3
𝑥 + (

5

6
)

2

= −
1

3
+ (

5

6
)

2

       左辺を因数分解する 

        (𝑥 +
5

6
)

2
=

13

36
                 

平方根の考えを使う 

    𝑥 +
5

6
= ±

√13

6
  𝑥 = −

5

6
±

√13

6
   𝑥 =

−5±√13

6
 

 

𝑎，𝑏，𝑐がどんな値でも解くことができると言いきるために
は，どうすればよいだろうか。 

〈個人追究〉 
・ 𝑎，𝑏，𝑐に今まで解いたことのない数を代入して解く。 
・𝑎，𝑏，𝑐のまま解くことで解を導く。 

          𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0       両辺を 𝑎で割る 

              𝑥2 +
𝑏

𝑎
𝑥 = −

𝑐

𝑎
       両辺に(

𝑏

2𝑎
)

2

を加える 

 𝑥2 +
𝑏

𝑎
𝑥 + (

𝑏

2𝑎
)

2

= −
𝑐

𝑎
+ (

𝑏

2𝑎
)

2

     左辺を因数分解すると， 

              (𝑥 +
𝑏

2𝑎
)

2

=
𝑏2−4𝑎𝑐

4𝑎2   平方根の考えを使う 

 𝑥 +
𝑏

2𝑎
= ±

√𝑏2−4𝑎𝑐

2𝑎
  𝑥 = −

𝑏

2𝑎
±

√𝑏2−4𝑎𝑐

2𝑎
   𝑥 =

−𝑏±√𝑏2−4𝑎𝑐

2𝑎
 

○解の公式の求め方で理解できない点を交流する。 

【２次方程式の解の公式】 

２次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の解は，次の公式で求めること

ができる。      𝑥 =
−𝑏±√𝑏2−4𝑎𝑐

2𝑎
 

 

○解の公式について理解を深める問題を解く。 

１．導入の工夫 

前時に(𝑥 + 𝑝)2 = qの形にし

て平方根の考えを使って解い

たことを確認する中で，3𝑥2 +

5𝑥 + 1 = 0を平方根の考えを

使って解くとよいという見通

しをもたせる。ただし，𝑎が３

であり𝑏が分数になるため，操

作や処理が複雑になっている。

始めに両辺を𝑎で割ること以

外は前時の式変形と同様にす

れば解を求めることができる

ことを実感する。一般化するた

めに𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の解を求

めるときでも同様な式変形を

行えば解を求めることができ

ることを理解する。 

 

２．深めの発問 

【１】に代入することで解の

公式を理解する場を設定する 

実際に解の公式を使って，本

時や前時の問題に取り組み解

が等しくなることを通して，解

の公式の整合性や正確性，便利

さを実感できるようにする。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 
【評価規準】〈知識・技能〉 

 解の求め方を一般化する

ためにそれぞれの係数を

𝑎，𝑏，𝑐と置けばよいこ

とに気付き，解の公式を求

めることができる。知③ 



６ 解の公式を使っ

た２次方程式の

解き方 

【ねらい】２次方程式の解の公式を使って解くことを通して，どんな２次

方程式でも解の公式が使えることがわかるとともに，いろいろな２次方程

式をどのような解き方が能率よく解けるか見通しをもち，正確に解くこと

ができる。 
本時の役割について 

 本時は，２次方程式の解の公式をいろいろな問題に活用する場面である。また，因数分解や平方

根の考え，解の公式のどれを使うかを判断して解く問題を扱うことで，今まで学習した２次方程式

の解法を活用できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

25 

 

30 

 

 

 

 

 

 

50 

 

<問題把握> 

２次方程式3𝑥2 − 8𝑥 + 2 = 0を，解の公式を使って解きなさい。 

・𝑎 = 3, 𝑏 = −8, 𝑐 = 2なので，代入すればよい。 

・𝑏 = −8を代入する時に「－」をどう処理すればいいのかな。 

・他にも気をつけることがあるのかな。 

𝑎, 𝑏, 𝑐の値を明らかにして，解の公式を使って２次方程式を解こう。 

<個人追究・全体交流> 

・𝑎 = 3, 𝑏 = −8, 𝑐 = 2を解の公式に代入すればできる。 

・ 𝑥 =
−(−8)±√(−8)2−4×3×2

2×3
  𝑥 =

8±√64−24

6
       𝑥 =

8±√40

6
 

𝑥 =
8±2√10

6
       𝑥 =

4±√10

3
 

【計算処理で注意すること】※数学的な技能 

①「－𝑏」を代入する時の「－」 ②a√𝑏の形に直すこと 

③約分する時の分子・分母 

 

○解が有理数になる問題に取り組む。 

２次方程式2𝑥2 + 3𝑥 − 2 = 0を，解の公式を使って解きなさい。 

<全体交流> 

・𝑎 = 2, 𝑏 = 3, 𝑐 = −2 を解の公式に代入すればできる。 

○解の公式の根号の中が２乗の数になる時は，解が有理数になる。  

＜個人追究＞ 

○上記の数学的な技能をもとに，多くの問題に取り組む。 

・教科書，ワークで技能の定着を図る。 

１．導入の工夫 

最初の問題で，「解の公式」を

記した掲示物を位置付け，いつ

でも公式を確認できるように

する。また，𝑎, 𝑏, 𝑐の値が何か

を明確にさせながら，解の公式

を使うように示し，正確に使え

るようにする。 

 

２．深めの発問  

解が有理数になる時がどん

な場合の時を考える 

「解が有理数になるのが分か

るのは，どの段階の時かな。」

「根号の中の数がどんな時に

整数になるのかな。」などと問

い，２次方程式の解は無理数だ

けでなく，有理数になる場合が

あることを理解する。 

  
 

 

 

【評価規準】〈知識・技能〉 

 どんな２次方程式でも解の

公式が使えることがわかると

ともに，いろいろな２次方程

式を数学的な技能を用いて，

正確に処理することができ

る。知③ 



７ ２次方程式の 

いろいろな解き方 

【ねらい】いろいろな２次方程式を，どのような解き方が能率よく解けるか

見通しをもち，因数分解の考え・平方根の考え・解の公式を使った解き方に

ついて説明することができる。 

本時の役割について 

 本時は，因数分解や平方根の考え，解の公式のどれを使うかを判断して解く問題を扱うことで，

今まで学習した２次方程式の解法を活用できるようにする。また，３つの解法のよさを考える中

で，どのような解き方が能率よく解けるかに見通しをもって解けるようにすることも大切である。 

間違っている解き方はないので，どんなよさがあるのか，どんな見通しをもって解いたのかを説

明する場を設定し，思考が可視化できるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

50 

<問題把握> 

２次方程式(𝑥 + 2)2 − 49 = 0をいろいろな解き方で解きなさい。 

・（１次式）２があるので，平方根の考えが使えないかな。 

・解の公式を使えば，どんな問題でも解くことができるぞ。 

どんな解き方をすれば，手際よく２次方程式が解けるだろうか。 

<個人追究・全体交流> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれの考え方のよさを考える。 

・解の公式はどんな場合でも形式的に解くことができる。 

・この問題は因数分解や平方根の考えを利用した方が速く解

ける。 

○教科書の問題に取り組み，解き方を選んだ理由を説明する 

 

 

 

 

 

 

 

１．導入の工夫 

最初の問題で，解の公式以外

の２次方程式の解き方を確認

する。これまでに学習した３つ

の解き方（因数分解・平方根・

解の公式）のどれを選択したの

かをはっきりさせることを確

認して，課題化を図る。  

 

２．深めの発問  

能率的に解くことのよさを

理解する 

「２次方程式は，どんな問題

でも解の公式を使って解けば

よいのですか。」と問い，問題

によっては，因数分解したり平

方根の考えを使ったりする方

がよいことを理解する。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

 いろいろな２次方程式を

どのような解き方が能率よ

く解けるか見通しをもち，正

確に解くことができる。また

自分の解いた過程を説明す

ることができる。思① 

 

８ たしかめよう（練習） 

解の公式だと，公式に値を代入すればどれも同じ解き方

でできるが，計算が難しくなることがある。また，因数分

解や平方根の考えが使えるものだと，速く簡単に解けるも

のもある。問題によってどの解き方が適当か考える必要が

ある。 

 

【解の公式】 

 𝑥2 + 4𝑥 + 4 − 49 = 0 

 𝑥2 + 4𝑥 − 45 = 0 

 𝑎 = 1, 𝑏 = 4, 𝑐 = −45 を 解

の公式に代入すると， 

 𝑥 =
−4±√16+180

2
 𝑥 =

−4±√196

2
 

 𝑥 =
−4±14

2
   𝑥 = −2 ± 7 

𝑥 = −9, 𝑥 = 5 

【因数分解】 

 𝑥2 + 4𝑥 + 4 − 49 = 0 

 𝑥2 + 4𝑥 − 45 = 0 
(𝑥 − 5)(𝑥 + 9) = 0 

𝑥 = 5, 𝑥 = −9 

【平方根の考え】 

(𝑥 + 2)2 − 49 = 0 

(𝑥 + 2)2 = 49 

 𝑥 + 2 = ±7 

𝑥 = −2 ± 7 
𝑥 = 5, 𝑥 = −9 



９ 数に関する問題 【ねらい】数に関する問題を通して，方程式を使って問題を解く手順をもと

に，２次方程式を使った問題を解決することができる。また，数の条件（変

域）によって，解の確かめを行う必要があることを理解する。  
本時の役割について 

 本時は，２次方程式を使って文章問題を解決する場面の第１時である。１次方程式や連立方程式

の単元において，「方程式を使って問題を解く手順」については既習であるため，それを基にして，

文章問題を解決できるようにする。また，立式ができたら，２次方程式の解法である「因数分解」

「平方根の考え」「解の公式」を利用していく場面でもある。よって，「思考力・判断力・表現力」

に重きを置いた授業展開を考えることとする。ただし，文章問題を解決する場面では，解を求める

中で問題の条件を十分考える必要があるため，２次方程式を解くことも大切に扱っていく。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

25 

 

 

 

50 

<問題把握> 

大小２つの整数がある。その差は７で，積は 120になる。この

２つの整数を方程式をつくって求めよう。 

<一斉指導> 

○方程式を使って問題を解く手順を確認する。 

【方程式を使って問題を解く手順】 

① わかっている数量と求める数量を明らかにし，何を 𝑥に

するかを決める。 

② 等しい関係にある数量を見つけて方程式をつくる。 

③ この方程式を解く。 

④ 方程式の解を問題の答えとしてよいかどうかを確かめ，

答えを決める。 

・小さいほうの整数を 𝑥とすると，大きいほうの整数は 𝑥 + 7

と表せる。 

・積が 120 であることから，𝑥( 𝑥 + 7) = 120という方程式ができる。 

・ 𝑥2 + 7𝑥 − 120 = 0 の左辺を因数分解すると， 

 (𝑥 + 15)( 𝑥 − 8) = 0 だから， 𝑥 = −15, 𝑥 = 8 

・ 𝑥 = −15のとき，大きい方の数は－８で成り立つ。 

  𝑥 = 8のとき，大きい方の数は 15 で成り立つ。 

従って，－15 と－８，８と 15 はそれぞれ問題の答えとして

よい。 

２次方程式を使った問題を，手順に従って解決できるようにしよ

う。 

<類似問題を提示> 

連続する２つの自然数を考え，それぞれの２乗の和が 41 にな

る場合があるかどうか調べよう。 

<個人追究・全体交流> 

・小さいほうの自然数を 𝑥とすると， 

 𝑥2 + ( 𝑥 + 1)2 = 41  2𝑥2 + 2𝑥 − 40 = 0  𝑥2 + 𝑥 − 20 = 0    
(x + 5)(x − 4) = 0 𝑥 = −5, 𝑥 = 4 

 𝑥は自然数なので，－5 は問題の答えとすることができない。 

 𝑥 = 4のとき，大きいほうの自然数は５で，４と５は問題の

答えとしてよい。 

１．導入の工夫 

既習の１次方程式や連立方

程式の利用の問題をどのよう

に解いたかを確認する。その際

に，「方程式を使って問題を解

く手順」を記した掲示物をデジ

タル教科書で位置付ける。手順

を確認した後で課題化を図る。 

２．深めの発問  

解の確かめの必要性を実感

する場を設定する 

・問題に抵抗がある生徒や手

順を実際に活用できない生

徒もいるため，最初の問題に

関しては，一斉指導の中で，

教師が「方程式を使って問題

を解く手順」と照らし合わせ

ながら解決していく援助を

し，表記の仕方も確認する。

次の問題では，「自然数とは

どのような数か」と発問し，

この問題には数の範囲（変

域）があることに気付けるよ

うにすると共に，解の確かめ

をする必要性を実感できる

ようにする。 

・問題の答えとしてよいか判

断するために，ｘの条件を吟

味していること，問題の答え

としてふさわしいことを確

認することを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

 数に関する問題を解決する

ための考え方と方程式を使っ

て問題を解く手順を基に，２

次方程式を使った問題を解決

することができる。思② 

 



10 図形に関する 

問題 

【ねらい】図形に関する問題を通して，方程式を使って問題を解く手順をも

とに，２次方程式を使った問題を解決することができる。また，数の条件

（変域）によって，解の確かめを行う必要があることを理解する。  
本時の役割について 

本時は，与えられた図から点の動きを読み取り，△ＰＢＱの面積の変化のようすを捉えていく問

題に取り組む。この問題の考え方として，式をつくることに焦点をあてたい。３年間関数領域を学

習してきて，表から式をつくることには十分慣れていると考えられる。そこで，立式することに重

きを置きたい。よって「思考力・判断力・表現力」に重きを置いた授業展開を考えることとする。

立式する中で，２次方程式を活用するよさに気付けるようにする。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 

<問題把握> 

右の図のような正方形ＡＢＣＤで，点Ｐは 

Ａを出発して辺ＡＢ上をＢまで動く。 

また点Ｑは，点ＰがＡを出発するのと同時 

にＢを出発し，Ｐと同じ速さで辺ＢＣ上を 

Ｃまで動く。△ＰＢＱの面積が 4cm2になる 

のは，点ＰがＡから何 cm動いたときか求めなさい。 

・△ＰＢＱの面積は「ＢＱ×ＢＰ÷２」で求められる。 

・ＡＰの長さとＢＱの長さは等しいのでＡＰ＝χとすると，Ｂ

Ｑ＝χとなる。 

・ＰＢの長さは，「8－χ」と表せる。 

△ＰＢＱの面積の変化の様子を表す式をつくって捉えよう。 

<個人追究・全体交流> 

・ＡＰ＝ＢＱ＝χcm，ＰＢ＝8－χとする。 

・ 𝑥(8 − 𝑥) ×
1

2
= 4  𝑥2 − 8𝑥 + 8 = 0  

・𝑥 =
−(−8)±√(−8)2−4×1×8

2
 =4±2√2 

・0＜χ＜8 より，2 つの解はどちらも問題の答えとしてよい。 

答．(4＋2√2)cm と(4－2√2)cm 

<発展問題を提示> 

△ＤＰＱの面積が 24cm2になる時のχの値を求めなさい。 

<個人追究・全体交流> 

・台形ＡＢＱＤ－△ＡＰＤ－△ＰＢＱ＝24 という式をつくる。 

・(𝑥 + 8) × 8 ×
1

2
− 𝑥 × 8 ×

1

2
−  𝑥(8 − 𝑥) ×

1

2
= 24 

・𝑥2 − 8𝑥 + 16 = 0  (𝑥 − 4)2=0         答．4cm 

 

 

 

 

 

１．導入の工夫 

デジタル教科書で，点Ｐが動

く様子を捉えられるようにす

る。ＡＰをχとしても， 

△ＰＢＱに関係のない辺なの

で，ＰＢやＢＱの長さをχを使

って表すことを確認して，課題

化を図る。 

 

２．深めの発問  

・解の確かめの必要性を実感

する場を設定する 

「𝑥 = 4 ± 2√2 この解の答

えはどちらですか。」と問う。

前時に引き続き，求めた解を問

題の答えとしてよいかは問題

の条件に合わせて確かめない

といけない。この問いに対する

答えは「どちらも答えとしてよ

い。」だが，揺さぶる問いをす

ることで，生徒の変域による捉

えを意識できるようにしたい

と考えている。 

 

・２次方程式を活用できる問

題に取り組む 

発展問題として，左記の問題

に取り組む。考え方を示した後

で，自分で考える時間を十分に

とりたい。２次方程式が活用で

きるよさを実感できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

 図形に関する問題を解決

するための考え方（立式）を

もとに，２次方程式を使った

問題を解決することができ

る。思② 

 

点が動く問題では，まず，面積の変化のようすを見ていけば

よいことが分かった。発展問題は難しかったけど，式をつく

っていくと２次方程式になったので，こんな問題にも活用

できると知って嬉しかったです。 

・ 
・ 

Ｐ 

Ｑ 
Ｂ 

Ａ 8cm 

Ｃ 

Ｄ 



11 通路の幅を決め

よう 

【ねらい】問題の意味を変えることなく方程式を立式しやすいように工夫

できることに気付き，２次方程式を用いて，解の確かめを意識して題意に適

した答えを求め，説明することができる。 
本時の役割について 

 本時は本単元の最後の学習で，１つの問題をもとにしていろいろな問題を考える場面である。そ

の際に，問題の意味を変えることなく方程式を立式しやすいように工夫したり，２次方程式を使っ

て解決するための考え方やその手順を説明したりすることができることが大切である。よって，「数

学的な見方や考え方」に重きを置いた授業展開を考えることとする。もちろん，本時も今までに学

習した２次方程式の解法や解の確かめを大切に扱う必要がある。 

時間 学 習 活 動 深い学びに迫るための指導 

00 
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25 

 

 

30 

 

 

 

50 

<問題把握> 

【１】右の図のように，縦の長さが８m， 

横の長さが 10mの長方形の畑がある。 

この畑に幅の等しい２本の通路を垂直に 

交わるように作り，通路以外の部分に 

野菜の苗を植える。苗を植える部分の面積を 48 ㎡にするため

には，通路の幅を何 mにすればよいだろうか。 

・求める数量は「通路の幅」なので，通路の幅をχｍとする。 

・通路を端に寄せて考えれば，式が立てやすい。 

畑の面積から式をつくり，通路の幅を求め方を説明しよう。 

<個人追究・全体追究> 

・道の幅を 𝑥m とすると，２本の道を右や下に平行に移動し

ても，２本の道全体の面積は変わらない。よって，縦(8 −

𝑥)m，横(10 − 𝑥)m の長方形の面積が 48m2 になればよいか

ら， 

 (8 − 𝑥)(10 − 𝑥) = 48という式になる。 

展開して右辺を０にして整理すると， 

 𝑥2 − 18𝑥 + 32 = 0  (𝑥 − 2)(𝑥 − 16)＝0  

0 < 𝑥 < 8 だから𝑥 = 16 は問題の答えとすることはできない。 

 𝑥 = 2 は問題の答えとすることができる。 答 2m 

 

【２】【１】のように，長方形の畑に同じ幅の通路を縦や横

に何本か作り，苗の面積が 48 ㎡になるようにデザイ

ンしよう。 

<個人追究・全体交流> 

・道は同じ幅で，縦や横に何本か作る。 

・自分がデザインした花壇の道の幅を求める。 

・自分がデザインした花壇の図を互いに説明し合う。 

・他の生徒がデザインした問題を解く。 

 

１．導入の工夫 

通路の部分を動かせる画用

紙を作成しておき，「通路の幅

を端に寄せる」考え方が想起し

やすいようにする。 

生徒から考えが出なければ

「苗の面積を１つにすること

はできないかな」と問うように

する。 

 

２．深めの発問  

自分のデザイン(考え)を説

明する場を設定する 

・前半部分を早めに進め，苗の

面積を自分でデザインする

時間を多くとりたい。 

・交流する時は，下記の①②を

視点とする。 

①自分の図からどんな式が

立式できるか。 

②求めた解は問題に適して

いるのか。 

・この活動を通して，多様な考

え方に触れることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【評価規準】〈思考・判断・表現〉 

 問題の意味を変えること

なく方程式を立式しやすい

ように工夫して考え，通路

の幅の求め方を説明するこ

とができる。思② 

 

12 ３章をふり返ろう 

 


